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※北海道教育大学大学院教予奪三滋iJf究科、型民※北海道教務大学、※※※北海造教官著大さま附属務総災後学校

{ポスゴ量一善意表抄録1 
CD 合理的自己E震からみる僚がい者の移動における五製薬草

一航空機事UJ請に関するインタビュー繍受からー

小泉 博子(北海道教育大惨大学長率〉・安井 去と淡{北海道教育大学札様車交〉� 

2016年4tHこ r~章ミ警告理由とする空襲刻の解消の猿迭に隠すゐ i法律J (以下、「障害者三悲喜雪解消法J)
が施行され、行政機関や務繁華ぎは、際がいのある人に対する合寝室鈴配慮を可能な主要号後供すること

が支をめられた。臨まがい草まの銃後機利用については、以前から落粂綴努等の問畿がお掃されているが、

絞殺事義i土、教育渓織においても、修学3走行線で使用され、防立と余暇の学習多数として治湾各れて

いる。ヌド査費究では、臨まがい者!J)後ざま機利用について、合線的配慮、の綴ぶから問緩めffrをを務らかに

すること安録的に、持撃がいさ当事者� 8;1';1こインタビュー調きをを4すった。その絡よ柱建物などのハード苦言

だけではなく、空港や機J*Jぜのサーザス苦言;こ凋� Lては、未だ再三イ織なところがあ号、工夫の余地があ

ることが指織された。また、ハード簡については緩いつつあり、さらに発機2予防ていく後織にきて

いるが、今後iま絡に、意書室上の持費害事をなくすことのE重要毒性が指摘された。� 

③ 特別交絞殺絞で義主要義的ケアを3起き議している護士主主の患いーアンケート総伶1&;の試み…

斉藤 苦言苦言(北海道数智大学大学院主教育学紛然科・安:)1 家母をはじ機滋教育大学才L~提校j

近年、肢体不自阪ヰ李総支援学校?障害の3童話主イ仁 王室主主化が進み、隊機的ケアを必要とするよ記3窓生

徒の夜総数がi告主告している。それに係い、制fj基を受けた委主長誌が~定の条件。う下でE定番菱自きケアを主担う

ケースも燃えている。李主管とは築なる専門性会雪求められる援護菱自号ケ71こ対レど不安を主義えている数

災以多いとま襲警持される。そこで本研究<:1立、医療的ケアを実主議している教員会さ捻える不安s犠や、童三

塁撃的ケアの捉えガを凝るための縁関紙作成を閥的とした。また、� STAl不安尺度を利用することで、

教員の不安の要担当・従え方と不安凌との関係を綴べられるよう試みた。その結糸、本L緩rIiの� 4校の

肢体不磁苦言特別支援伊主交の委主震にアンケートを護送布し52人からIiil答を終られた。さらに教員への総

券取ちをi議して、医療的ケアに対する教気の不安感や捉え方を章者間療目に波紋させることができた。� 

③ 学校総交苦患の事前指導1:おける障答ま理解学習の鎗巣� 

~6年生を対象とした授業苦軽量棄を返して~

問名部沙幸義(~ヒ話器滋教育大学大雪全焼教育学級交科) .産自主事 -1零(~七海道教育大学言語録校)

手と波及び失隠さ幹慢の推遂に加えて、共伎役会の形成ト:向けた際務殺理解をき撃退喜していく考鮮が主主め

られている。そこで本研究では、小学校と終別支援学校燃で行われている学校総当と流の事護者~f:務に

おいて隊機至理解学習会議見絡し、小タ絞� 6年生1::対象とした隊等理露草学習ぎの効果について検討するこ

とを目約とした。その絡果、授業菌針金で実施したi漆審理解アンケ…ト(小林ら.� 2016参考に作成)� 
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